
 

 

 

 

 

 

 

                ＊＊入学式 式辞より＊＊ 91 名のみなさん入学おめでとうございます！ 

「つながる・挑む」これら２つのことを大切にしながら、自分たちの学校を、自分たちの手

で声でつくっていくことを強く希望します。それぞれの小学校で最上級生として力を発揮

してきたみなさんです。その経験を十分に活かし、まずはみんなが笑顔で楽しめる学年を

自分たちで作り上げてほしいと思います。学校づくりについては、先輩たちがその道を示 

してくれます。やさしくて、つよくて、かっこいい憧れの先輩を見つけてください。そして、一年後、自分も憧れられる先輩になるのです。 

みなさんが三年後卒業するときに、この学校が大好きで、そして、この板津中学校で過ごした三年間を、誇りに思い、素敵な板

津人になって巣立っていけるように、仲間、先輩、先生たちと一緒に頑張りましょう。 

 

＊＊歓迎の言葉より＊＊  

 後ろにいる２・３年生の先輩たちは、皆さんと共に学び、成長する日々を楽しみにしていました。 

板津中学校には、たくさんの楽しい行事があります。学年を超えて協力して勝利を目指す「運動会」や、 

クラスみんなで力を合わせて作り上げる「合唱コンクール」など、多彩な行事が皆さんの学校生活を 

彩っていくことでしょう。 

 でも、実はそれだけではありません。学校生活の本当の魅力は、ふとした瞬間に見つけることができるものです。例えば、図書館

で静かに本を読み終えた時や、放課後に友達と笑い合うひととき、部活動に汗を流して打ち込んだ日々、そんな何気ない時間が、

きっと心に残る素晴らしい思い出になるはずです。 

 最後に、これからの学校生活でわからないことや困ったことがあれば、いつでも気軽に声をかけてください。ちなみに、私からのア

ドバイスとしては、とりあえず笑い飛ばしてみてください。笑顔があれば、物事はきっと良い方向に進んでいきます。私たち２・３年生は、

皆さんが充実した学校生活を送れるように全力で支えます。板津中学校で一緒に素晴らしい思い出を作りましょう。 

 

＊＊誓いの言葉より＊＊  

今日からの学校生活では、新たな出会いや今までになかった学校行事など、様々なことに胸が高まる一方、少

し難しくなる勉強や部活との両立など不安もあります。それでも、みんなで協力したり、先生方や先輩方にアド                      

バイスやご指導していただいたりしながら、一歩ずつ成長していきたいと

思います。 

そして、出会った仲間と共に支え合いながら、一度しかない中学校生活

の思い出をたくさん作っていきたいと思っています。 

私たち新入生は、板津中学校の生徒として、勉強に、部活動に全力で励

み、実りある中学校生活を送れるように、勇往邁進していきます。 

 

＊子どもたちの頑張りの様子は学校ホームページでお知らせしています。どうぞご覧ください。 
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◇令和 7 年度 学校運営方針  

＊運営理念「 人づくり・夢づくり 」 
＊教育目標「自ら未来を拓き、新たな時代をつくる板津人（びと）の育成 」  
  「板津人」とは「ふるさとに自信と誇りを持ち、板津の地をこよなく愛する人」 
＊目指す生徒像（板津校区小中学校９年間の学びを通して） 

・自ら考え判断し、主体的に行動できる生徒（主体性） 

・多様性を尊重し他者と協働し、よりよく課題を解決できる生徒（他者理解・協働性) 

・社会に積極的に参画したり、貢献したりできる生徒（社会参画） 

・自己の生き方を考え、失敗を恐れず夢や目標に挑戦していく生徒（自己理解・将来展望・挑戦） 

 「～誇り高き板津人に～『自ら』『共に』『挑む』」 

＊重点目標 
 〇子ども一人一人を「自立した学習者」に育てる。→自分の学びの階段を自分でつくることができる。 

生きることは学び続けることと捉え、自分で考え、判断して、行動できる力をつける。 

＊＊中間テスト廃止および日課の変更について＊＊ 

今年度も１・２学期の中間テストを廃止し、単元ごとの評価（単元テストやレポート等）および学期ごとの期末テストにより、つけ

たい力が身についているかを測ることとします。また、新たに日課を見直し、テスト日課以外は 45 分授業とし、教師の無駄な SOS

（しゃべりすぎ・教えすぎ・仕切りすぎ）を省いた授業改善に取り組むことに加えて、生徒の家庭学習を充実させるために、子どもた

ちには以下の４点を説明し、何をどのように頑張ればよいのかを伝えました。 

◎大切なことは 「自分で自分をあきらめないこと」 と 「みんながみんなを見放さないこと」 

☆誰一人取り残さない＆伸ばしこぼれがない 『授業づくり』と『家庭学習』 に挑戦します。 そのために、頑張ることは… 

① テストのための一時的・集中的な学習ではなく、まずは日常の授業での学習を重視する。教師も授業改善に励む！ 

② 毎日の予習・復習に取り組み、自ら立てた計画的な学習を積み重ねる。授業に生きる家庭学習を！ 

③ 単元終わりに行うテストやレポートなどで、自分ができたこと・できなかったことを見極め、できなかったことをできるようにする

ために努力をすることが大事である。自分を振り返り、次につなげる「自己調整力」をつける！（あすいまウイーク＆タイム） 

④ その努力の成果を期末テストで確認する。さらにできなかったことは、夏・冬・春休みに見直す！ 

人生は問題解決の連続です。生きることは学び続けることと捉え、子どもたち一人一人を「自立した学習者」

に育てるための挑戦となります。予測困難な時代を子どもたちが幸せに生き抜いていくため、目の前の問題に対

して、何が問題なのかを適切に判断し、それを効果的に解決していくことができる力をつけることを目指します。

ご家庭での励ましや声かけ等、保護者のみなさまのご理解とご協力をお願いいたします。 

※日課変更により、部活動終了時刻は通常 17：30、テスト日課 18:00（月暦Ａ日程）となります。 

＊＊授業参観・PTA 総会・学年懇談会のお知らせ＊＊（詳細についてはコドモン配信済） 

 ＊日時 ４月３０日（水）13:15～授業参観 14:15～PTA総会 14:45～15:15学年懇談会 

＊＊双方向連絡システム「コドモン」運用について＊＊ 

☆学校は 7：30～8：15に確認手続きをしますので、それまでにご連絡いただきますようお願いいたします。 

① 生徒の欠席・遅刻等を学校へ連絡する際に利用する。（これまで通りの電話対応も可能です。） 

※8：15以降の連絡につきましては、コドモンの場合は翌日の確認となりますので、お急ぎの場合は電話での 

連絡をお願いします。 

☆学校からの通知については、紙媒体のみ、コドモン配信のみ、両方の 3 つを使い分けてお知らせします。 

 


